
 

 

令和５年度 三島校 歯科衛生学科 事業報告書 
 

■在籍者数（R6 年 3 月 31 日現在）  

学 科 名 学年 学級数 定 員 学生数 備  考 

歯科衛生学科 

１年 １ ３２人  ３０人 32名中2名退学 

２年 １ ３２人 ３３人 36名中1年次2名、2年次（18期生＋1）2名退学 

３年 １ ３２人 ３０人 33名中2年次1名退学、3年次(17期生+1）2名退学 

合 計  ３ ９６人  ９３人  

 

 １．本年度の目標 

 (1)数値目標 

  入学者数（20 期生）：目標 32 名達成 → 32 名（100％） 

退学率：目標 5.1％以内 → 99 名中 6 名＝ 6.6％ （内、復学者 3 名） 

留年率：目標 3％以内  → 93 名中 0 名＝ 0％ 

資格取得率：目標 100％ → 96.7％（3 年生 30 名中 29 名＋既卒者 1 名合格）   

就職率：目標 100％達成 → 96.7％（30 名中 30 名中 29 名＋既卒者 1 名就職） 

  卒業生 30 名 ，就職希望者 30 名 ，就職者 30 名 （就職率Ａ100％、Ｂ100％） 

  求人の状況：総数 539 件、 県内 167 件、県外 372 件、総人数 932 人 

 (2)組織目標 （別紙 BSC カード添付） 

 

２．本年度の目標達成状況  ※到達度、特記事項、反省などを記入 

 (1)教育目標について 

  ・卒業する学生について、実技試験・卒業判定試験ともに合格しているため基本的な知識と技術 

についてほぼ達成していると考える。毎年卒業する学生ごと個人差はある。 

医療人としての資質（思いやりの心、信頼性）は備わっていると感じるが、忍耐力と協調性は 

減ってきていると感じる。 

(2)BSC について 

  ・BSC カードに既に記入  

 (3)資格取得状況について（対策と結果） 

対策 

・今年度は成績不良者が多かったため４月から放課後勉強と土曜日補講を行った。また、月に 1 回以

上の模擬試験を行い、推移表にまとめ、学生ごとの対策を検討した。例年通り 12 月からは 4 限目と土

曜日に専任教員による補講（授業）、自宅勉強のチェックは４月から行い、成績下位の学生の成績向上

を目指した。また、グループ学習は 11 月から始めた。成績上位者の学生を中心に 4～6 人のグループ

毎に分かれて行うことで学生目線で教え合うことで理解が深まるようであった。専任教員による国試

対策授業も 2 月まで行い、補講者のみの登校となる 2 月末にも補講の授業を行った。 

更に 1 年時から模擬試験を行い、学生の理解度等を確認（解説づくりを課題として出し、担任による

チェックを行う）し、定期試験の成績下位の 1 年生と 2 年生を含む 3 学年合同補講を 7 月(長期休暇中)

と、12 月からの土曜日に行った。 

・3 年生は 4/10 から臨床実習中にも勉強習慣をつけるために 1 日 1 問・国家試験問題を送付した。 

・2 年生は進級試験該当者がいなかった。定期試験後には下位者に勉強を行わせた。 

・1 年生は前期科目で進級試験該当者が 4 名いたが、土曜日の補講を行った。 

 



 

 

結果 

・12 月に行った出願判定試験は 5 名不合格。6 名を条件付き合格とした。不合格の 5 名については特別

試験を行い合格。卒業試験は全員合格。 

テストごとに下位の学生を、補講対象者として休日や放課後に残し、上位者は教室に掲示したが、点数

のみで名前は伏せた。（学生からの訴えにより）例年では補講対象者も国試数日前からは自宅学習とし

ているが、卒判直前の模擬試験で 6 割未満だった学生は試験直前まで学校で勉強することをすすめた。

国家試験の結果、1 名不合格となってしまった。昨年不合格であった既卒者は合格した。補講対象者で

はなく最後の詰め（精神的にも）必要であった。一昨年同様、成績不振者でない学生が不合格となった

ことで対策を再度検討する。 

 

３．教育内容 

(1)教育時間  １年生 1140 時間（48 単位），２年生 1264 時間（33 単位），３年生 815 時間 

（21 単位）※カリキュラム表添付 

 (2)担任氏名  １年生：久保真美子，２年生：杉本初美，３年生：根木規予子 

 (3)新任教職員 ・なし 

 (4)行事計画   ・各学年保護者会を行った。（1 年 96.8％、2 年 96.9％、3 年 90％の出席率） 

         ・保護者参観は 7 月に行った。1 年 5 名（16.1％）、2 年 7 名（21.2％）、3 年 1 名（3％） 

の出席率 

・1,2，3 年生の研修・修学旅行は例年通り実施した。 

・1 年次のテーブルマナーや調理実習も実施した。 

・球技大会・食事会も行い、全学年がコミュ二ケーションとれる貴重な場となった。 

・高度調理経営学科 2 年生と本学 3 年生の合同実習（授業）は 10/16 と 11/13 

の 2 回行った。 

 

４．防災実施内容 

訓練日：令和 5 年 10 月 2 日（月）10：50〜 

参加者数：1 年生 31 名,3 年生 31 名教員 6 名合計 68 名 ※高度調理経営学科の学生、職員他 

訓練内容：避難経路と避難場所の確認、消火器（水消火器にて）の操作、煙体験 

反省事項：月曜日のため臨床実習中の 2 年生が参加できなかった。 

    ・煙体験は全員実施し、水消火器は 1 年生のみ実施した。 

・校舎内の消化器の位置は例年同様全員確認した。 

     

５．設備  

  高圧蒸気滅菌器、自動ポケット測定器、シンプルマネキンウェビナーキット、マイクロモーターハンド

ピースストレート、マイクロモーターハンドピースコントラ、を購入していただいた。 

 

６．修理   

2F 実習室機材、1F 更衣室壁修理、校舎床洗浄ワックス、券売機メインテナンス、マークシートリ

ーダー、LED 交換をしていただいた。 

 

７．目標の達成 

組織・個人の目標達成度：BSC 参照 


